
広
報
委
員
会

と
く
な
が

ひ
で
と
し

し
ば
や
ま

き
ょ
う
こ

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
徳
永
　
秀
俊

副
委
員
長
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
柴
山
　
恭
子

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

立
石
地
区
で
は
、「
子
供
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を

年
26
回
立
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
川
の
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
座
学
を
２
回
実
施
し

た
後
、
７
月
13
日
に
、
竜
岩
自
然
の
家
(
筑
紫
野
市
)
に
て
、

体
験
型
の
現
地
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
育
む
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
取
り
組
み
が
朝
倉
市
全
体

に
広
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

６
月
29
日
、
三
奈
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
、
三
奈
木
地
区
の
住
民

を
中
心
に
１
４
１
名
が
参

加
し
、
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
屋
外
で
の
消

火
、
救
助
搬
送
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
の
活
用
訓
練
の
後
、

室
内
で
講
演
会
を
実
施
。

そ
の
後
、
手
作
り
の
防

災
食
が
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚
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【一般質問追跡】

次回定例会の予定

９月３日開会日
９月８日～10日一般質問

９月10日議案質疑

９月17日～22日特別委員会
９月11日～16日常任委員会

９月26日閉会日 

※８月29日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

市
制
施
行
20
年
を
迎
え
、
新
庁

舎
も
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
こ

の
20
年
間
、
朝
倉
市
で
は
様
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

平
成
29
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

あ
れ
か
ら
、
８
年
が
経
過
し
懸

命
な
復
旧
事
業
に
よ
り
安
全
な
朝

倉
市
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
安
心
安
全
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
を
次
の

10
年
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

P２
定
例
会
概
要

P６
一
般
質
問

P12
あ
の
質
問
ど
げ
ん
な
っ
た
？

P４
常
任
委
員
会

あ
さ
く
ら

市
議
会
だ
よ
り

令
和
７
年

８
.1

N
o.78

大雨等により１～３日程度の短期的な地元自

主避難所等を開設、運営する際の手引きを作

りました。（令和７年４月自主防災会会長会

で決定）

各コミュニティで、自主避難所での生活ルールを事前

に話し合っておくことで、もしもの時に備えます。

〈生活ルールの一例〉

・自主避難所は公共の場であり、避難者は互いに

助け合い、コミュニティの一員として理解、協

力し合って過ごす。動ける人で役割を分担する。

・食料品、日用品等は各自が用意する。

・自主避難所内（敷地内含む）は、禁煙・禁酒と

する。

・ごみは各自で持ち帰る。

A 公助で運営する避難所とは別に、

自助・共助の観点から取り組んで

いくことが重要と考える。議員の

意見を今後の参考とする。

Q 行政の人員不足を考慮すると、地

域の自主避難場所を開設した場合

の避難者主体の運営マニュアルが

必要ではないか。

（令和５年６月定例会）



朝倉市教育委員会委員

泉　真知子 氏 （秋月）
いずみ   ま  ち  こ

朝倉市監査委員

半田　雄三 氏 （多々連）
はん だ　  ゆうぞう

　
　
　
　
大
庭 

き
み
子
、
飯
田 

早
苗

　
左
記
の
意
見
書
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
は
、
社
会
保
障
制

度
の
整
備
や
脱
炭
素
化
、
物
価
高
騰

対
策
な
ど
、
極
め
て
多
岐
に
わ
た
り

新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
方
財
政
確
立
の
た
め
、
２
０
２
６

年
度
政
府
予
算
に
以
下
の
事
項
を
求

め
る
。

１
.
増
大
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政

需
要
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
支
え
る
人
件
費
を
重

視
し
つ
つ
、
よ
り
積
極
的
な
地
方

財
源
の
確
保
・
充
実
を
は
か
る
こ
と
。

２
.
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き

上
げ
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
頼

ら
な
い
、
よ
り
自
律
的
な
地
方

財
政
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
。

　地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関

す
る
意
見
書

要
旨

提
出
者

議案番号 議案の件名

第48号議案

第49号議案

第50号議案

第51号議案

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

◎可決

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

報告済

◎可決

◎同意

◎同意

朝倉市スクールバスの住民利用に関する条例を廃止する条例の制定について

朝倉市過疎地域持続的発展計画（朝倉・杷木地域）の変更について 

辺地に係る総合整備計画の変更について 

渡辺　毅議員に対する懲罰の動議について

第52号議案

第53号議案

第54号議案

第55号議案

第56号議案

第57号議案

第58号議案

土地改良事業計画の変更について 

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について（黒川地区） 

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について（赤谷川地区（３工区）） 

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について（赤谷川下流域地区） 

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について（朝倉市新庁舎） 

工事請負契約の変更について 

工事請負契約の締結について 

報告第４号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

報告第10号

報告第11号

報告第12号

報告第13号

報告第14号

報告第15号

報告第16号

報告第17号

報告第18号

報告第19号

第47号議案

第59号議案

第60号議案

専決処分の報告について（市道上の事故による損害賠償） 

専決処分の報告について（交通事故による損害賠償） 

専決処分の報告について（交通事故による損害賠償） 

専決処分の報告について（交通事故による損害賠償） 

令和６年度朝倉市一般会計予算の継続費の逓次繰越しの報告について 

令和６年度朝倉市一般会計予算の繰越明許費の報告について 

令和６年度朝倉市一般会計予算の事故繰越しの報告について 

令和６年度朝倉市国民健康保険特別会計予算の繰越明許費の報告について 

令和６年度朝倉市水道事業会計予算の繰越しの報告について 

令和６年度朝倉市下水道事業会計予算の繰越しの報告について 

令和６年度公益財団法人あまぎ水の文化村の決算について 

令和７年度公益財団法人あまぎ水の文化村の事業計画について 

令和６年度株式会社ガマダスの決算について 

令和７年度株式会社ガマダスの事業計画について 

令和６年度株式会社三連水車の里あさくらの決算について 

令和７年度株式会社三連水車の里あさくらの事業計画について 

令和７年度朝倉市一般会計補正予算（第１号）について 

朝倉市教育委員会委員の任命について 

朝倉市監査委員の選任について 

朝倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について

◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり

【定例会審議結果】

　立石地区において学童保育所の利用を希望する児

童の増加に伴い、立石Ⅲ学童保育所を増築します。

この増築により、立石Ⅲ学童保育所の総定員は９０

人となります。

　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ．４参照

立石Ⅲ学童保育所を増築
（令和９年度　開所予定）

　高木地区住民の意向により、あいのり高木号が

本格運行されます。

　このことにより、住民の移動の利便性の向上が

図られ、地域公共交通の維持・継続が見込まれま

す。

　　　　　　　　　　▶ 委員会審査　Ｐ．４参照

あいのり高木号を本格運行

【定例会概要】

６
月
定
例
会
(
６
月
12
日
〜
27
日
)

６
月
定
例
会
で
は
、
14
件

の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

建
築
工
事
に
お
け
る
急
激

な
物
価
等
の
変
動
に
対
応
す

る
た
め
の
議
決
内
容
の
一
部

変
更
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

令和７年１１月末に工事完了予定である新庁舎建設工

事において、物価等の急激な変動に対応（インフレスラ

イド）するため、7,480万円増額の工事請負契約額の変

更について可決しました。

これにより、工事請負額は60億5,990万円となります。

（令和７年６月末 南側より撮影）

新庁舎建設工事
請負契約額を変更

▶ 委員会審査 Ｐ.５参照

増築予定の立石Ⅲ学童

予約に応じ　黒川～佐田～甘木を走ります

意
見
書

※

一
部
の
み
記
載

○戒告の懲罰
を科す

2令和７年８月１日号　あさくら市議会だより
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　高木地区住民の意向により、あいのり高木号が

本格運行されます。

　このことにより、住民の移動の利便性の向上が

図られ、地域公共交通の維持・継続が見込まれま

す。

　　　　　　　　　　▶ 委員会審査　Ｐ．４参照

あいのり高木号を本格運行

【定例会概要】

６
月
定
例
会
(
６
月
12
日
〜
27
日
)

６
月
定
例
会
で
は
、
14
件

の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

建
築
工
事
に
お
け
る
急
激

な
物
価
等
の
変
動
に
対
応
す

る
た
め
の
議
決
内
容
の
一
部

変
更
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

令和７年１１月末に工事完了予定である新庁舎建設工

事において、物価等の急激な変動に対応（インフレスラ

イド）するため、7,480万円増額の工事請負契約額の変

更について可決しました。

これにより、工事請負額は60億5,990万円となります。

（令和７年６月末 南側より撮影）

新庁舎建設工事
請負契約額を変更

▶ 委員会審査 Ｐ.５参照

増築予定の立石Ⅲ学童

予約に応じ　黒川～佐田～甘木を走ります

意
見
書

※

一
部
の
み
記
載

○戒告の懲罰
を科す
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

あ
い
の
り
高
木
号
　
本
格
運
行
開
始

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

を
変
更

　
便
数
は
行
き
１
便
、
帰
り
１
便
の

み
で
あ
り
、
利
用
客
が
そ
う
多
く
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
運
行
時
刻
に

は
若
干
の
幅
を
持
た
せ
て
対
応
し
て

い
る
。

話
す
る
こ
と
で
予
約
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
運
営
は
高
木
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
の
「
高
木
地
区
交
通
を
考

え
る
会
」
に
業
務
委
託
し
て
お
り
、

３
名
の
運
転
手
を
確
保
し
て
い
る
。

　
病
院
の
帰
り
な
ど
、
時
間
の
予

測
が
し
に
く
い
乗
客
へ
の
対
応
は
。

　
事
業
費
５
５
０
万
円
は
車
両
の
購

入
費
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
２
分
の
１

に
国
か
ら
の
補
助
金
を
、
残
り
２
分

の
１
の
う
ち
の
一
部
に
辺
地
対
策
事

業
債
を
充
当
す
る
。

　
新
た
に
計
画
に
追
加
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
内
容
及

び
財
源
は
。

　
モ
ル
タ
ル
枠
を
斜
面
に
取
り
付
け

る
「
現
場
吹
付
法
枠
工
」
と
い
う
工

法
で
の
施
工
を
行
う
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
強
固
な
斜
面

と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
国
の
指
導
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
補
助
率
は
96
・
８
％

で
あ
る
。

　
林
道
中
村
白
木
線
の
令
和
５
年

災
害
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
工
事

箇
所
に
法
面
を
含
む
た
め
、
工
事

単
価
が
高
く
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
工
法
な
の
か
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

定
額
減
税
補
足
調
整
給
付
金
(
不
足
額
給
付
)
の
支
給

定
額
減
税
補
足
調
整
給
付
金

(
不
足
額
給
付
)
に
つ
い
て

保
育
所
等
給
食
費
支
援
事
業
費

に
つ
い
て

　
定
額
減
税
補
足
調
整
給
付
金
(
不

足
額
給
付
)
は
、
令
和
６
年
度
に

支
給
さ
れ
た
調
整
給
付
金
の
金
額

と
、
令
和
６
年
分
所
得
確
定
に
伴

う
所
得
税
額
に
基
づ
い
て
算
定
し

た
実
際
の
金
額
に
差
額
が
生
じ
た

場
合
、
そ
の
不
足
分
の
補
填
の
た

め
に
支
給
す
る
も
の
。

　
事
業
総
額
は
２
億
３
,
９
６
０

万
円
で
、
そ
の
う
ち
給
付
費
は
約

２
億
２
,
６
０
０
万
円
、
対
象
者

は
５
,
５
０
０
人
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
給
付
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
８

月
中
旬
以
降
、
順
次
振
り
込
み
予

定
で
、
確
認
書
や
申
請
書
の
提
出

が
必
要
な
方
は
、
書
類
の
受
理
後

１
か
月
以
内
に
は
給
付
の
予
定
。

　
財
源
は
全
額
、
国
庫
支
出
金
で

あ
る
。

　
実
際
の
給
付
額
は
ど
う
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
財
源
は
補
助
金
等
な

の
か
。

　
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園

に
お
け
る
給
食
等
の
食
材
費
高
騰

分
と
し
て
１
,
１
２
０
万
円
を
補

助
す
る
も
の
。

　
給
食
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を

維
持
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
事
業
と
な
る
。

　
事
業
の
概
要
は
ど
う
な
の
か
。

学
童
保
育
所
建
設
事
業
費
に
つ

い
て

　
立
石
校
区
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
児
童
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
立
石
Ⅲ
学
童
保
育
所
の
増

築
(
増
員
定
員
45
名
)
及
び
立
石

Ⅱ
学
童
保
育
所
の
床
の
張
替
(
１

８
０
㎡
)
を
予
定
し
て
い
る
。

　
令
和
９
年
度
の
開
所
に
向
け
て
、

今
年
度
は
増
築
等
の
た
め
の
設
計

を
行
い
、
来
年
度
に
増
築
等
の
工

事
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　
計
画
の
概
要
は
ど
う
な
の
か
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

学
童
保
育
所
児
童
数
の

現
状
に
つ
い
て

立
石
学
童
保
育
所
を
視
察

新
庁
舎
の
建
設
、
進
む

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
の
議
決
内
容
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
(
朝
倉
市
新
庁
舎
)

　
県
内
全
職
種
単
純
平
均
で
７
.

１
％
上
昇
し
て
お
り
、
福
岡
県
か

ら
示
さ
れ
た
51
業
種
で
は
平
均
値

で
令
和
６
年
度
が
２
７
,
７
９
８

円
、
令
和
７
年
度
が
２
９
,
７
８

３
円
で
あ
り
、
１
,
９
８
５
円
の

労
務
単
価
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

　
物
価
等
の
急
激
な
変
動
に
よ
り

請
負
契
約
額
の
変
更
が
生
じ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
労
務
単
価
(
一

日
当
た
り
)
は
ど
れ
ほ
ど
上
昇
し

た
の
か
。

　
積
算
上
の
基
準
が
あ
り
、
残
工

事
額
を
新
労
務
単
価
で
再
積
算
し

た
工
事
価
格
を
有
効
桁
４
桁
で
数

値
処
理
す
る
た
め
、
端
数
は
生
じ

な
い
。

　
請
負
業
者
が
負
担
す
る
額
の
１

パ
ー
セ
ン
ト
に
端
数
が
生
じ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
(
災
害
復
旧
工
事
)

６
月
19
日
、
環
境
民
生
常
任
委
員

会
で
、
立
石
学
童
保
育
所
を
訪
問
し
、

児
童
数
や
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
、

子
ど
も
未
来
課
及
び
学
童
保
育
従
事

者
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

近
年
児
童
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る

立
石
校
区
の
学
童
保
育
に
お
い
て
、

市
で
は
、
令
和
７
年
度
の
入
所
待
機

児
童
解
消
の
対
策
と
し
て
、
立
石
小

学
校
体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
の

臨
時
的
利
用
や
立
石
校
区
以
外
の
学

童
へ
の
送
迎
支
援
事
業
な
ど
、
よ
り

多
く
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
い
、
待
機
児
童
を
解

消
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

市
議
会
の
６
月
定
例
会
で
は
、
立

石
Ⅲ
学
童
保
育
所
の
増
築
等
の
た
め

の
設
計
費
用
が
予
算
化
さ
れ
、
令
和

９
年
度
の
開
所
に
向
け
て
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
増
築

に
よ
り
、
45
人
の
受
入
人
数
の
増
員

が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
児
童
数

等
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

学
童
保
育
所
増
築
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

立石学童保育所

建設中の新庁舎
（北西側より撮影）

朝
倉
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民

利
用
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

　
高
木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

事
業
を
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
混
乗
型
か
ら
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
型
に
変
更
す
る
。
変
更
に

当
た
っ
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

見
直
し
に
向
け
て
の
地
元
協
議
を

始
め
、
令
和
６
年
度
に
実
証
実
験

を
行
い
、
令
和
７
年
度
か
ら
「
あ

い
の
り
高
木
号
」
と
し
て
運
行
を

開
始
し
た
。

　
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
高

木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
電

　
乗
車
時
の
予
約
方
法
及
び
運
転

手
の
確
保
の
手
段
は
。

住民の相乗りを廃止した
高木地区スクールバス
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、
利
用
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多
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で
、
運
行
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の
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を
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運
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内
の
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高
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地
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通
を
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会
」
に
業
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委
託
し
て
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り
、

３
名
の
運
転
手
を
確
保
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て
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る
。

　
病
院
の
帰
り
な
ど
、
時
間
の
予

測
が
し
に
く
い
乗
客
へ
の
対
応
は
。

　
事
業
費
５
５
０
万
円
は
車
両
の
購

入
費
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
２
分
の
１

に
国
か
ら
の
補
助
金
を
、
残
り
２
分

の
１
の
う
ち
の
一
部
に
辺
地
対
策
事

業
債
を
充
当
す
る
。

　
新
た
に
計
画
に
追
加
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
内
容
及

び
財
源
は
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モ
ル
タ
ル
枠
を
斜
面
に
取
り
付
け

る
「
現
場
吹
付
法
枠
工
」
と
い
う
工

法
で
の
施
工
を
行
う
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
強
固
な
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面

と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
国
の
指
導
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
補
助
率
は
96
・
８
％

で
あ
る
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林
道
中
村
白
木
線
の
令
和
５
年

災
害
復
旧
工
事
に
お
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て
、
工
事

箇
所
に
法
面
を
含
む
た
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、
工
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単
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く
な
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の
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と
だ
が
、

ど
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よ
う
な
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か
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場
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、
そ
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分
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に
支
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る
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総
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億
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,
９
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万
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ち
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費
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約
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,
６
０
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万
円
、
対
象
者
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,
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人
を
見
込
ん
で
い

る
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給
付
に
つ
い
て
は
令
和
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年
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中
旬
以
降
、
順
次
振
り
込
み
予

定
で
、
確
認
書
や
申
請
書
の
提
出

が
必
要
な
方
は
、
書
類
の
受
理
後

１
か
月
以
内
に
は
給
付
の
予
定
。

　
財
源
は
全
額
、
国
庫
支
出
金
で

あ
る
。

　
実
際
の
給
付
額
は
ど
う
な
の
か
、

ま
た
、
そ
の
財
源
は
補
助
金
等
な

の
か
。

　
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園

に
お
け
る
給
食
等
の
食
材
費
高
騰

分
と
し
て
１
,
１
２
０
万
円
を
補

助
す
る
も
の
。

　
給
食
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を

維
持
し
、
保
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者
の
経
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的
負
担

の
軽
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図
る
た
め
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用
の
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る
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な
る
。

　
事
業
の
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ど
う
な
の
か
。

学
童
保
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所
建
設
事
業
費
に
つ

い
て

　
立
石
校
区
に
つ
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て
は
、
今
後

も
児
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数
の
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加
が
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ま
れ
る

た
め
、
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石
Ⅲ
学
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保
育
所
の
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築
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定
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45
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び
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学
童
保
育
所
の
床
の
張
替
(
１

８
０
㎡
)
を
予
定
し
て
い
る
。

　
令
和
９
年
度
の
開
所
に
向
け
て
、

今
年
度
は
増
築
等
の
た
め
の
設
計

を
行
い
、
来
年
度
に
増
築
等
の
工

事
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　
計
画
の
概
要
は
ど
う
な
の
か
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

学
童
保
育
所
児
童
数
の

現
状
に
つ
い
て

立
石
学
童
保
育
所
を
視
察

新
庁
舎
の
建
設
、
進
む

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
の
議
決
内
容
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
(
朝
倉
市
新
庁
舎
)

　
県
内
全
職
種
単
純
平
均
で
７
.

１
％
上
昇
し
て
お
り
、
福
岡
県
か

ら
示
さ
れ
た
51
業
種
で
は
平
均
値

で
令
和
６
年
度
が
２
７
,
７
９
８

円
、
令
和
７
年
度
が
２
９
,
７
８

３
円
で
あ
り
、
１
,
９
８
５
円
の

労
務
単
価
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

　
物
価
等
の
急
激
な
変
動
に
よ
り

請
負
契
約
額
の
変
更
が
生
じ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
労
務
単
価
(
一

日
当
た
り
)
は
ど
れ
ほ
ど
上
昇
し

た
の
か
。

　
積
算
上
の
基
準
が
あ
り
、
残
工

事
額
を
新
労
務
単
価
で
再
積
算
し

た
工
事
価
格
を
有
効
桁
４
桁
で
数

値
処
理
す
る
た
め
、
端
数
は
生
じ

な
い
。

　
請
負
業
者
が
負
担
す
る
額
の
１

パ
ー
セ
ン
ト
に
端
数
が
生
じ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
(
災
害
復
旧
工
事
)

６
月
19
日
、
環
境
民
生
常
任
委
員

会
で
、
立
石
学
童
保
育
所
を
訪
問
し
、

児
童
数
や
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
、

子
ど
も
未
来
課
及
び
学
童
保
育
従
事

者
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

近
年
児
童
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る

立
石
校
区
の
学
童
保
育
に
お
い
て
、

市
で
は
、
令
和
７
年
度
の
入
所
待
機

児
童
解
消
の
対
策
と
し
て
、
立
石
小

学
校
体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
の

臨
時
的
利
用
や
立
石
校
区
以
外
の
学

童
へ
の
送
迎
支
援
事
業
な
ど
、
よ
り

多
く
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
い
、
待
機
児
童
を
解

消
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

市
議
会
の
６
月
定
例
会
で
は
、
立

石
Ⅲ
学
童
保
育
所
の
増
築
等
の
た
め

の
設
計
費
用
が
予
算
化
さ
れ
、
令
和

９
年
度
の
開
所
に
向
け
て
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
増
築

に
よ
り
、
45
人
の
受
入
人
数
の
増
員

が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
児
童
数

等
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

学
童
保
育
所
増
築
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

立石学童保育所

建設中の新庁舎
（北西側より撮影）

朝
倉
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民

利
用
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

　
高
木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

事
業
を
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
混
乗
型
か
ら
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
型
に
変
更
す
る
。
変
更
に

当
た
っ
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

見
直
し
に
向
け
て
の
地
元
協
議
を

始
め
、
令
和
６
年
度
に
実
証
実
験

を
行
い
、
令
和
７
年
度
か
ら
「
あ

い
の
り
高
木
号
」
と
し
て
運
行
を

開
始
し
た
。

　
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
高

木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
電

　
乗
車
時
の
予
約
方
法
及
び
運
転

手
の
確
保
の
手
段
は
。

住民の相乗りを廃止した
高木地区スクールバス
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【一般質問】

令和７年６月２０日 市議団市庁舎視察

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

【一般質問】

一
般
質
問
者
８
人

市
制
20
周
年
！
　
未
来
に
向
け
た

　
　
持
続
可
能
な
地
域
発
展
の
た
め
に

傍
聴
者
53
人

質
問
項
目

① 

水
の
回
廊
に
つ
い
て

② 

川
の
駅
横
河
川
敷
の
活
用
に
つ
い
て

③ 

公
園
の
整
備
に
つ
い
て

※
 

全
５
項
目 

一
部
を
掲
載

　
　
災
害
関
連
の
行
政
視
察
や
防
災
イ
ベ

ン
ト
で
写
真
等
を
展
示
し
て
見
学
し
て
も

ら
う
事
は
防
災
意
識
の
観
点
か
ら
も
大
変

有
効
だ
と
思
う
。
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　
朝
倉
市
志
波
体
育
セ
ン
タ
ー
を
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
施
設
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
。

　
　
情
報
交
換
し
て
い
き
た
い
。

　
　
志
波
の
平
榎
地
区
も
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

開
催
し
て
い
る
。
同
じ
志
波
地
区
に
あ
り
、

川
の
駅
と
も
近
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
連

携
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
整
備
に
際
し
て
の
基
準
は
今
の
と
こ

ろ
持
っ
て
い
な
い
。

　
整
備
に
は
そ
の
地
域
の
周
辺
環
境
や
地

域
の
調
和
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
点
を
地
域
で
十
分
議
論
し
て
い

た
だ
い
た
う
え
で
要
望
が
あ
れ
ば
、
ど
う

い
う
形
で
計
画
で
き
る
か
議
論
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　
地
域
か
ら
公
園
整
備
の
要
望
が
上
が
れ

ば
市
は
き
ち
ん
と
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、

整
備
を
す
る
た
め
の
基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
る
他
施

設
の
状
況
を
調
査
研
究
し
、
秋
以
降
の
実

証
実
験
を
踏
ま
え
て
諸
条
件
を
整
理
し
て

い
く
。

　
　
川
の
駅
横
河
川
敷
で
の
ド
ッ
グ
ラ
ン

は
良
い
試
み
だ
と
思
う
が
、
実
行
す
る
に

　
　
行
政
機
能
の
本
庁
集
約
化
に
よ
り
業

務
の
効
率
化
を
図
る
一
方
で
、
地
理
的
な

不
便
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。

　
　
体
調
を
管
理
す
る
上
で
屋
内
体
育
施

設
の
空
調
整
備
は
必
要
と
考
え
る
。
早
め

に
方
針
を
決
定
す
る
。

　
　
新
庁
舎
整
備
に
当
た
り
、
行
政
運
営

の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
広
報
紙
等
で
情
報
提
供
を
行
う
。
支

所
で
受
付
可
能
な
業
務
は
継
続
す
る
と
と

　
　
市
民
へ
の
周
知
及
び
本
庁
に
集
約
さ

れ
る
農
林
商
工
部
の
申
請
受
付
等
業
務
の

両
支
所
に
お
け
る
対
応
は
。

　
　
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
は
「
子
ど

も
の
教
育
環
境
の
質
の
確
保
」「
災
害
時

の
市
民
の
命
を
守
る
場
」
２
つ
を
目
的
と

し
た
公
共
整
備
、
早
急
設
置
を
求
め
る
。

　
　
食
料
は
目
標
量
の
１
日
分
を
備
蓄
。

簡
易
ト
イ
レ
は
備
蓄
目
標
数
と
な
る
よ
う

確
保
に
努
め
る
。

　
議
員
提
案
の
医
薬
品
民
間
協
定
を
研
究

す
る
。

　
　
災
害
備
蓄
の
現
状
と
民
間
連
携
は
。

飯田 早苗　議員
いい だ さ  なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

新
庁
舎
完
成
後
の
行
政
機
能
集
約
と
地
域

　 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て

② 

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

③ 

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
品
の
現
状

　 

と
民
間
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ

② 

立
石
小
学
校
に
つ
い
て

③ 

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

※
 

全
５
項
目 

一
部
を
掲
載

　
　
「
朝
倉
来
ん
ね
い
い
と
こ
ろ
」
と
言

え
る
郷
土
愛
の
醸
成
の
場
と
な
り
、
移
住

者
と
地
域
の
交
流
の
促
進
を
図
る
。
今
後
、

学
生
等
を
絡
め
た
事
業
を
展
開
し
、
気
軽

に
意
見
を
聴
け
る
関
係
を
築
く
。
土
日
は

常
時
開
館
の
予
定
は
な
い
が
、
意
見
を
聴

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ
設
置
の
思
い
や

目
的
、
学
生
の
利
用
や
土
日
開
館
の
考

え
方
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
遊
具
を
使
い
遊
び
を

工
夫
し
た
り
、
友
達
と
の
関
わ
り
を
高
め

　
　
立
石
小
学
校
中
庭
の
遊
具
の
再
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
で
は
、
毎
年
参

加
者
の
体
力
測
定
を
実
施
し
、
個
人
の
経

年
変
化
を
グ
ラ
フ
化
し
て
前
年
度
の
測
定

値
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
久

留
米
大
と
連
携
し
５
回
の
運
動
指
導
講
座

を
開
催
し
、
体
組
成
や
体
力
を
測
定
し
て

い
る
。
全
体
と
し
て
良
い
傾
向
に
あ
る
と

い
う
実
績
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
等
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
成
果
は
。

日野 泰信　議員
ひ   の やすのぶ

Ｑ
コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ 

住
民
の
理
解
・
認
知
度
は

Ａ
多
様
な
手
段
で
情
報
発
信
を
続
け
て
い
く

Ｑ
新
庁
舎
業
務
集
約
の
目
的
は

Ａ
集
約
化
で
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る

動画はこちら

Ｑ
自
由
に
遊
べ
る
公
園
が
地
域
に
な
い

Ａ
公
園
な
ど
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

も
に
、
電
話
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
等
の
会
議
機

能
の
活
用
を
検
討
す
る
。
移
動
窓
口
の
配

置
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

た
り
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
も
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
撤
去
し
た
遊
具
の
再
設

置
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
予
算
に
間
に
合

う
よ
う
に
方
針
を
決
定
し
、
例
と
し
て
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
シ
ー
ソ
ー
等
を
設
置

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

志波平榎地区のドッグラン会場

櫟山見晴らし台

は
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
は
な
い
か
。

新庁舎移行に伴い市民窓口を

除く行政業務が本庁方式

集中型へ移行する

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

くぬぎやま

増築前の中庭

すべて撤去

低学年遊具の設置は？
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【一般質問】

令和７年６月２０日 市議団市庁舎視察

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

【一般質問】

一
般
質
問
者
８
人

市
制
20
周
年
！
　
未
来
に
向
け
た

　
　
持
続
可
能
な
地
域
発
展
の
た
め
に

傍
聴
者
53
人

質
問
項
目

① 

水
の
回
廊
に
つ
い
て

② 

川
の
駅
横
河
川
敷
の
活
用
に
つ
い
て

③ 

公
園
の
整
備
に
つ
い
て

※
 

全
５
項
目 

一
部
を
掲
載

　
　
災
害
関
連
の
行
政
視
察
や
防
災
イ
ベ

ン
ト
で
写
真
等
を
展
示
し
て
見
学
し
て
も

ら
う
事
は
防
災
意
識
の
観
点
か
ら
も
大
変

有
効
だ
と
思
う
。
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　
朝
倉
市
志
波
体
育
セ
ン
タ
ー
を
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
施
設
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
。

　
　
情
報
交
換
し
て
い
き
た
い
。

　
　
志
波
の
平
榎
地
区
も
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

開
催
し
て
い
る
。
同
じ
志
波
地
区
に
あ
り
、

川
の
駅
と
も
近
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
連

携
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
整
備
に
際
し
て
の
基
準
は
今
の
と
こ

ろ
持
っ
て
い
な
い
。

　
整
備
に
は
そ
の
地
域
の
周
辺
環
境
や
地

域
の
調
和
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
点
を
地
域
で
十
分
議
論
し
て
い

た
だ
い
た
う
え
で
要
望
が
あ
れ
ば
、
ど
う

い
う
形
で
計
画
で
き
る
か
議
論
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　
地
域
か
ら
公
園
整
備
の
要
望
が
上
が
れ

ば
市
は
き
ち
ん
と
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、

整
備
を
す
る
た
め
の
基
準
が
あ
る
の
か
。

　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
る
他
施

設
の
状
況
を
調
査
研
究
し
、
秋
以
降
の
実

証
実
験
を
踏
ま
え
て
諸
条
件
を
整
理
し
て

い
く
。

　
　
川
の
駅
横
河
川
敷
で
の
ド
ッ
グ
ラ
ン

は
良
い
試
み
だ
と
思
う
が
、
実
行
す
る
に

　
　
行
政
機
能
の
本
庁
集
約
化
に
よ
り
業

務
の
効
率
化
を
図
る
一
方
で
、
地
理
的
な

不
便
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。

　
　
体
調
を
管
理
す
る
上
で
屋
内
体
育
施

設
の
空
調
整
備
は
必
要
と
考
え
る
。
早
め

に
方
針
を
決
定
す
る
。

　
　
新
庁
舎
整
備
に
当
た
り
、
行
政
運
営

の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
広
報
紙
等
で
情
報
提
供
を
行
う
。
支

所
で
受
付
可
能
な
業
務
は
継
続
す
る
と
と

　
　
市
民
へ
の
周
知
及
び
本
庁
に
集
約
さ

れ
る
農
林
商
工
部
の
申
請
受
付
等
業
務
の

両
支
所
に
お
け
る
対
応
は
。

　
　
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
は
「
子
ど

も
の
教
育
環
境
の
質
の
確
保
」「
災
害
時

の
市
民
の
命
を
守
る
場
」
２
つ
を
目
的
と

し
た
公
共
整
備
、
早
急
設
置
を
求
め
る
。

　
　
食
料
は
目
標
量
の
１
日
分
を
備
蓄
。

簡
易
ト
イ
レ
は
備
蓄
目
標
数
と
な
る
よ
う

確
保
に
努
め
る
。

　
議
員
提
案
の
医
薬
品
民
間
協
定
を
研
究

す
る
。

　
　
災
害
備
蓄
の
現
状
と
民
間
連
携
は
。

飯田 早苗　議員
いい だ さ  なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

新
庁
舎
完
成
後
の
行
政
機
能
集
約
と
地
域

　 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て

② 

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

③ 

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
備
蓄
品
の
現
状

　 

と
民
間
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ

② 

立
石
小
学
校
に
つ
い
て

③ 

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

※
 

全
５
項
目 

一
部
を
掲
載

　
　
「
朝
倉
来
ん
ね
い
い
と
こ
ろ
」
と
言

え
る
郷
土
愛
の
醸
成
の
場
と
な
り
、
移
住

者
と
地
域
の
交
流
の
促
進
を
図
る
。
今
後
、

学
生
等
を
絡
め
た
事
業
を
展
開
し
、
気
軽

に
意
見
を
聴
け
る
関
係
を
築
く
。
土
日
は

常
時
開
館
の
予
定
は
な
い
が
、
意
見
を
聴

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ
設
置
の
思
い
や

目
的
、
学
生
の
利
用
や
土
日
開
館
の
考

え
方
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
遊
具
を
使
い
遊
び
を

工
夫
し
た
り
、
友
達
と
の
関
わ
り
を
高
め

　
　
立
石
小
学
校
中
庭
の
遊
具
の
再
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
で
は
、
毎
年
参

加
者
の
体
力
測
定
を
実
施
し
、
個
人
の
経

年
変
化
を
グ
ラ
フ
化
し
て
前
年
度
の
測
定

値
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
久

留
米
大
と
連
携
し
５
回
の
運
動
指
導
講
座

を
開
催
し
、
体
組
成
や
体
力
を
測
定
し
て

い
る
。
全
体
と
し
て
良
い
傾
向
に
あ
る
と

い
う
実
績
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　
ス
テ
ッ
プ
運
動
等
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
成
果
は
。

日野 泰信　議員
ひ   の やすのぶ

Ｑ
コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ 

住
民
の
理
解
・
認
知
度
は

Ａ
多
様
な
手
段
で
情
報
発
信
を
続
け
て
い
く

Ｑ
新
庁
舎
業
務
集
約
の
目
的
は

Ａ
集
約
化
で
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る

動画はこちら

Ｑ
自
由
に
遊
べ
る
公
園
が
地
域
に
な
い

Ａ
公
園
な
ど
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

も
に
、
電
話
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
等
の
会
議
機

能
の
活
用
を
検
討
す
る
。
移
動
窓
口
の
配

置
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

た
り
、
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
も
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
撤
去
し
た
遊
具
の
再
設

置
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
予
算
に
間
に
合

う
よ
う
に
方
針
を
決
定
し
、
例
と
し
て
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
シ
ー
ソ
ー
等
を
設
置

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

志波平榎地区のドッグラン会場

櫟山見晴らし台

は
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
は
な
い
か
。

新庁舎移行に伴い市民窓口を

除く行政業務が本庁方式

集中型へ移行する

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

くぬぎやま

増築前の中庭

すべて撤去

低学年遊具の設置は？
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【一般質問】 【一般質問】

山田堰に水洗トイレを！

高木となった
旧ハーブ公園内のケヤキの様子

　
　
国
も
体
育
館
の
空
調
設
備
を
加
速
さ

せ
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
断
熱
・
遮

熱
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　避
難
場
所
及
び
教
育
空
間
の
改
善
と

し
て
小
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
、
断
熱

工
事
の
促
進
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
補
助
金
制
度
は
住
環
境
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
、
定
住
促
進
を
目
的

　
　
山
田
堰
は
本
市
の
大
き
な
観
光
資

源
で
あ
り
来
訪
者
に
快
適
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
、
展

望
広
場
か
ら
の
距
離
が
あ
る
こ
と
は
課
題

と
し
て
十
分
に
把
握
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
施
設
を
利
用
さ
れ
る

方
々
の
マ
ナ
ー
啓
発
や
環
境
整
備
の
工
夫

な
ど
も
含
め
、
地
域
の
声
を
参
考
に
現
在

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　山
田
堰
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
に
つ

い
て
進
捗
を
問
う
。

　
　リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い
て
、
複

数
回
の
補
助
を
し
て
い
る
近
隣
自
治
体
の

取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

質
問
項
目

① 

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

② 

移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

③ 

山
田
堰
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

④ 

医
療
費
削
減
に
つ
い
て

⑤ 

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
　
市
内
に
14
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟

(
将
来
的
に
は
６
棟
)
の
建
設
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
２
９
０
世
帯
、
７
０
５
人
が

居
住
見
込
み
で
あ
る
。
入
居
者
の
国
籍
は
、

中
国
40
％
、
香
港
・
台
湾
40
％
、
日
本
・

韓
国
20
％
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
の
概
要
を
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
は
国
の
制
度
で
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
朝
倉
市
独
自
で
制
度
化

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　外
国
人
が
高
額
医
療
を
受
け
る
目
的

で
日
本
へ
入
国
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ

る
。
給
付
と
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

入
国
後
半
年
の
間
は
、
高
額
医
療
の
本
人

負
担
を
10
割
と
す
る
よ
う
な
条
例
を
定
め

ら
れ
な
い
か
。

　
　
総
合
学
習
の
時
間
に
お
い
て
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能

か
検
討
し
た
い
。

　
　戦
後
80
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
戦

地
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
忘
れ
な
い
た
め

に
も
、
市
内
各
地
に
あ
る
忠
霊
塔
を
平
和

学
習
や
総
合
学
習
の
題
材
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

　
　建
設
地
の
土
質
の
適
正
な
調
査
及
び

工
事
の
監
督
は
ど
こ
が
行
う
の
か
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

質
問
項
目

① 

外
資
系
企
業
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

　

 

建
設
計
画
に
つ
い
て

② 

戦
後
80
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

あ
さ
く
ら
旅
行
支
援
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ

　

 

ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

② 

原
鶴
ハ
ー
ブ
公
園
の
跡
地
管
理
に
つ
い
て

③ 

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
宿
泊
旅
行

支
援
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
宿
泊
税
を

原
資
と
し
た
県
の
補
助
事
業
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
振
興
事
業

を
構
築
し
て
い
く
。

　
　宿
泊
旅
行
支
援
事
業
は
、
費
用
対
効

果
も
顕
著
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
事
業
な

の
で
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

　
　原
鶴
ハ
ー
ブ
公
園
の
管
理
を
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
周
囲
へ
の
影
響

を
鑑
み
、
公
園
内
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

る
公
園
な
の
で
、
所
有
者
に
伐
採
等
の
意

向
を
伝
え
調
整
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
公

園
内
の
芝
生
広
場
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
民
間
事
業
者
か
ら
市
が
借
用
し
て
い

　
　
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
拡
大
す
る
た
め

の
事
業
と
し
て
、
高
校
一
年
生
か
ら
就
職
へ

の
意
識
を
促
す
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会
等

を
実
施
し
て
い
く
。

　
　地
元
高
校
生
の
管
内
就
職
率
の
向
上

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
平
成
23
年
度
か
ら
の
企
業
の
新
規
進

出
が
11
件
、
移
転
拡
張
が
16
件
で
、
こ
れ

に
よ
り
約
７
０
０
名
の
新
規
の
市
内
雇
用

を
創
出
し
た
。

　
　産
業
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
、
こ
れ

ま
で
の
企
業
誘
致
等
の
実
績
は
。

　
　
県
の
建
築
指
導
課
に
よ
る
建
築
確
認

後
に
工
事
開
始
と
な
る
。
着
工
後
は
中
間

検
査
へ
の
合
格
を
経
て
工
事
が
完
了
し
、

検
査
済
証
が
交
付
さ
れ
る
。

徳永 秀俊　議員
とくなが ひでとし

動画はこちら

質
問
項
目

① 

戦
後
80
年
の
節
目
に
つ
い
て

② 

平
成
29
年
７
月
の
災
害
を
わ
す
れ
る
な

③ 

小
規
模
校
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

動画はこちら

動画はこちら

　
　
遺
族
連
合
と
の
協
議
を
行
い
、
現
在

設
置
に
向
け
て
作
業
を
進
め
、
６
月
26
日

に
除
幕
式
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　甘
木
公
園
の
忠
霊
塔
に
平
和
を
語

り
継
ぐ
説
明
板
を
設
置
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
朝
倉
青
年
会
議
所
を
中
心
に
定
期
清

掃
さ
れ
て
お
り
、
頓
田
の
森
の
悲
劇
に
つ

い
て
の
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
　大
き
な
爆
撃
を
受
け
た
頓
田
の
森
は

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
、

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
世
代
を
超
え
て
市
全
体
で
、
平
和
へ
の

取
り
組
み
を
長
く
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　戦
争
の
記
憶
を
ど
う
継
承
し
て
い

く
の
か
。

　
　
集
落
部
に
お
い
て
は
、
10
年
に
１
回

程
度
発
生
す
る
降
雨
規
模
等
で
の
床
上
浸

水
被
害
の
防
止
を
。
農
耕
地
で
は
、
湛
水

時
間
の
短
縮
化
を
基
本
と
し
た
被
害
の
軽

減
に
取
り
組
む
。

　
　市
街
地
や
農
地
の
浸
水
被
害
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
ど
う
対
策
し
て
い
く
の
か
。

　
　
河
川
内
の
工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
安
全
度

が
高
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
治
水
に
つ
い
て
、
佐
田
川
は
、
工
事
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
小
石
原
川
は
、

関
係
機
関
に
さ
ら
に
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

　
　出
水
期
に
あ
た
り
、
災
害
復
旧
や
治

水
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

戦
後
80
年
、
語
り
継
ぐ
戦
争
の
記
憶

Ｑ
本
市
の
防
災
・
減
災
・
教
育
・
健
康
等
を
問
う

Ａ
昨
今
の
異
常
気
象
を
鑑
み
調
査
研
究
す
る

外
資
系
企
業
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
の
朝
倉
市
へ
の
影
響
は

Ｑ
観
光
振
興
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

Ａ
事
業
効
果
を
検
証
し
、
よ
り
よ
い
事
業
に
し
て
い
く

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし

石井 清治　議員
いし  い せい  じ

清岩禅寺（三奈木）

奥の忠霊塔

甘木公園の忠霊塔

平和への思いを込めて

と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
時
点

で
補
助
回
数
の
緩
和
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
の
情
勢
を
見
な
が
ら
補
助
要
件
に
つ

い
て
適
宜
考
え
て
い
く
。

動画はこちら
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【一般質問】 【一般質問】

山田堰に水洗トイレを！

高木となった
旧ハーブ公園内のケヤキの様子

　
　
国
も
体
育
館
の
空
調
設
備
を
加
速
さ

せ
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
断
熱
・
遮

熱
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
　避
難
場
所
及
び
教
育
空
間
の
改
善
と

し
て
小
中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
、
断
熱

工
事
の
促
進
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
補
助
金
制
度
は
住
環
境
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
、
定
住
促
進
を
目
的

　
　
山
田
堰
は
本
市
の
大
き
な
観
光
資

源
で
あ
り
来
訪
者
に
快
適
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
、
展

望
広
場
か
ら
の
距
離
が
あ
る
こ
と
は
課
題

と
し
て
十
分
に
把
握
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、
施
設
を
利
用
さ
れ
る

方
々
の
マ
ナ
ー
啓
発
や
環
境
整
備
の
工
夫

な
ど
も
含
め
、
地
域
の
声
を
参
考
に
現
在

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　山
田
堰
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
に
つ

い
て
進
捗
を
問
う
。

　
　リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い
て
、
複

数
回
の
補
助
を
し
て
い
る
近
隣
自
治
体
の

取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

質
問
項
目

① 

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

② 

移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

③ 

山
田
堰
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

④ 

医
療
費
削
減
に
つ
い
て

⑤ 

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
　
市
内
に
14
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟

(
将
来
的
に
は
６
棟
)
の
建
設
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
２
９
０
世
帯
、
７
０
５
人
が

居
住
見
込
み
で
あ
る
。
入
居
者
の
国
籍
は
、

中
国
40
％
、
香
港
・
台
湾
40
％
、
日
本
・

韓
国
20
％
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
の
概
要
を
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
は
国
の
制
度
で
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
朝
倉
市
独
自
で
制
度
化

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　外
国
人
が
高
額
医
療
を
受
け
る
目
的

で
日
本
へ
入
国
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ

る
。
給
付
と
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

入
国
後
半
年
の
間
は
、
高
額
医
療
の
本
人

負
担
を
10
割
と
す
る
よ
う
な
条
例
を
定
め

ら
れ
な
い
か
。

　
　
総
合
学
習
の
時
間
に
お
い
て
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能

か
検
討
し
た
い
。

　
　戦
後
80
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
戦

地
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
忘
れ
な
い
た
め

に
も
、
市
内
各
地
に
あ
る
忠
霊
塔
を
平
和

学
習
や
総
合
学
習
の
題
材
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

　
　建
設
地
の
土
質
の
適
正
な
調
査
及
び

工
事
の
監
督
は
ど
こ
が
行
う
の
か
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

質
問
項
目

① 

外
資
系
企
業
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

　

 

建
設
計
画
に
つ
い
て

② 

戦
後
80
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

あ
さ
く
ら
旅
行
支
援
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ

　

 

ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

② 

原
鶴
ハ
ー
ブ
公
園
の
跡
地
管
理
に
つ
い
て

③ 

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
宿
泊
旅
行

支
援
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
宿
泊
税
を

原
資
と
し
た
県
の
補
助
事
業
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
観
光
振
興
事
業

を
構
築
し
て
い
く
。

　
　宿
泊
旅
行
支
援
事
業
は
、
費
用
対
効

果
も
顕
著
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
事
業
な

の
で
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

　
　原
鶴
ハ
ー
ブ
公
園
の
管
理
を
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
周
囲
へ
の
影
響

を
鑑
み
、
公
園
内
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

る
公
園
な
の
で
、
所
有
者
に
伐
採
等
の
意

向
を
伝
え
調
整
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
公

園
内
の
芝
生
広
場
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
民
間
事
業
者
か
ら
市
が
借
用
し
て
い

　
　
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
拡
大
す
る
た
め

の
事
業
と
し
て
、
高
校
一
年
生
か
ら
就
職
へ

の
意
識
を
促
す
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会
等

を
実
施
し
て
い
く
。

　
　地
元
高
校
生
の
管
内
就
職
率
の
向
上

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
平
成
23
年
度
か
ら
の
企
業
の
新
規
進

出
が
11
件
、
移
転
拡
張
が
16
件
で
、
こ
れ

に
よ
り
約
７
０
０
名
の
新
規
の
市
内
雇
用

を
創
出
し
た
。

　
　産
業
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
、
こ
れ

ま
で
の
企
業
誘
致
等
の
実
績
は
。

　
　
県
の
建
築
指
導
課
に
よ
る
建
築
確
認

後
に
工
事
開
始
と
な
る
。
着
工
後
は
中
間

検
査
へ
の
合
格
を
経
て
工
事
が
完
了
し
、

検
査
済
証
が
交
付
さ
れ
る
。

徳永 秀俊　議員
とくなが ひでとし

動画はこちら

質
問
項
目

① 

戦
後
80
年
の
節
目
に
つ
い
て

② 

平
成
29
年
７
月
の
災
害
を
わ
す
れ
る
な

③ 

小
規
模
校
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

動画はこちら

動画はこちら

　
　
遺
族
連
合
と
の
協
議
を
行
い
、
現
在

設
置
に
向
け
て
作
業
を
進
め
、
６
月
26
日

に
除
幕
式
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　甘
木
公
園
の
忠
霊
塔
に
平
和
を
語

り
継
ぐ
説
明
板
を
設
置
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
朝
倉
青
年
会
議
所
を
中
心
に
定
期
清

掃
さ
れ
て
お
り
、
頓
田
の
森
の
悲
劇
に
つ

い
て
の
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
　大
き
な
爆
撃
を
受
け
た
頓
田
の
森
は

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
、

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
世
代
を
超
え
て
市
全
体
で
、
平
和
へ
の

取
り
組
み
を
長
く
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　戦
争
の
記
憶
を
ど
う
継
承
し
て
い

く
の
か
。

　
　
集
落
部
に
お
い
て
は
、
10
年
に
１
回

程
度
発
生
す
る
降
雨
規
模
等
で
の
床
上
浸

水
被
害
の
防
止
を
。
農
耕
地
で
は
、
湛
水

時
間
の
短
縮
化
を
基
本
と
し
た
被
害
の
軽

減
に
取
り
組
む
。

　
　市
街
地
や
農
地
の
浸
水
被
害
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
ど
う
対
策
し
て
い
く
の
か
。

　
　
河
川
内
の
工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
安
全
度

が
高
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
治
水
に
つ
い
て
、
佐
田
川
は
、
工
事
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
小
石
原
川
は
、

関
係
機
関
に
さ
ら
に
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

　
　出
水
期
に
あ
た
り
、
災
害
復
旧
や
治

水
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

戦
後
80
年
、
語
り
継
ぐ
戦
争
の
記
憶

Ｑ
本
市
の
防
災
・
減
災
・
教
育
・
健
康
等
を
問
う

Ａ
昨
今
の
異
常
気
象
を
鑑
み
調
査
研
究
す
る

外
資
系
企
業
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
の
朝
倉
市
へ
の
影
響
は

Ｑ
観
光
振
興
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

Ａ
事
業
効
果
を
検
証
し
、
よ
り
よ
い
事
業
に
し
て
い
く

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし

石井 清治　議員
いし  い せい  じ

清岩禅寺（三奈木）

奥の忠霊塔

甘木公園の忠霊塔

平和への思いを込めて

と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
時
点

で
補
助
回
数
の
緩
和
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
の
情
勢
を
見
な
が
ら
補
助
要
件
に
つ

い
て
適
宜
考
え
て
い
く
。

動画はこちら
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議
場
見
学
を
受
け
入
れ
ま
し
た

新
庁
舎
建
設
現
場
を
視
察
し
ま
し
た

【一般質問】 【一般質問】

　
　
令
和
元
年
10
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ

り
、
保
育
所
等
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
現
在
支
払
っ

て
い
る
の
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
と
な
る
。

朝
倉
市
の
保
育
料
は
国
の
定
め
る
基
準
よ

り
も
低
く
設
定
は
し
て
い
る
が
、
比
較
す

る
と
大
刀
洗
町
が
低
い
。
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
は

　
　朝
倉
市
と
大
刀
洗
町
を
比
較
す
る
と

大
刀
洗
町
は
保
育
料
を
戦
略
的
に
安
く
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
朝
倉
市
の
保
育
に

は
、
料
金
面
を
補
う
特
徴
的
な
魅
力
が
あ

る
の
か
。

　
　
大
刀
洗
町
の
子
育
て
分
野
の
狙
い
は

と
て
も
良
い
。
子
ど
も
が
幼
い
と
き
に
住

ん
で
い
て
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
後
家
を
建
て
る
動
機
に
も
な
る
。

他
自
治
体
に
は
様
々
な
分
野
で
無
料
に
し

て
い
る
領
域
が
あ
る
。
全
て
料
金
面
で
の

勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
全
体
的
な
組
み
合

わ
せ
で
や
る
べ
き
だ
。
仮
に
実
現
す
る
に

し
て
も
少
し
時
間
が
か
か
る
。
た
だ
色
々

な
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　保
育
料
の
み
で
考
え
る
と
子
育
て
世

帯
が
朝
倉
市
に
住
む
の
は
難
し
い
。
財
源

が
必
要
と
な
る
が
、
保
育
料
の
引
き
下
げ

は
無
理
な
の
か
。

質
問
項
目

① 

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

　

 

た
ら
い
い
の
か

中島 秀樹　議員
なかしま ひで  き

動画はこちら

Ｑ
保
育
料
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
の
か

Ａ
実
現
に
は
少
し
時
間
が
か
か
る

政策の狙いは？

重
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
子
育
て
世
代
へ
の
必
要
な
支
援
策
は

引
き
続
き
調
査
研
究
を
行
う
。

　
７
月
１
日
、
馬
田
小
学
校
６
年
生
40
名
、

７
月
２
日
、
杷
木
小
学
校
３
年
生
の
34
名

の
議
場
見
学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
ま
ず
、
議
員
席
に
座
り
、

議
会
の
役
割
や
議
員
の
仕
事
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
　
７
月
１
日
に
は
、

６
月
定
例
会
一
般
質
問
の
様
子
を
視
聴
。

体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
に
関
す
る
質
問

で
、
児
童
た
ち
は
、
身
近
な
テ
ー
マ
に
真

剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
質
問
の
時
間
で
は
議
会
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
議
会
や
議

員
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

馬田小学校のみなさん

杷木小学校のみなさん

令
和
７
年
11
月
完
成
予
定

　
６
月
20
日
に
新
庁
舎
の
建
設

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
３
月
末
に
上
棟
し
、

内
装
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
屋
上
か
ら
地
下
の
免
震
装

置
ま
で
、
請
負
業
者
の
方
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
工
事
進
捗
は
５
月
末
時
点

で
、
56
.
２
％
の
と
の
こ
と
で

す
。

■本会議での採決結果

　６月１８日の本会議において、渡辺　毅議員に対して懲罰動議

が出されました。懲罰動議は懲罰特別委員会の審査を経て、本会

議で審議され、採決の結果、賛成多数で可決されました。

　朝倉市議会は渡辺　毅議員に対し、戒告の懲罰を科しました。

渡辺　毅議員に「戒告」の懲罰

■懲罰が科されるまでの経緯

６月１７日　不適切発言

本会議一般質問において、渡辺　毅議員が議会の秩序維持に反する行為を行う。

６月１８日　懲罰動議の提出　⇒　懲罰特別委員会の設置

地方自治法第１３５条第２項の規定に基づき、渡辺　毅議員に対する懲罰の動議が３名の議員から提出される。

本会議において「渡辺　毅議員に対する懲罰の動議」が議題とされ、懲罰特別委員会の設置後、付託される。

懲罰動議提出者：浅尾　静二、中島　秀樹、北川　清文

懲罰特別委員会：堀尾　俊浩委員長、石井　清治副委員長

　　　　　　　　大庭　きみ子、中島　秀樹、熊本　正博、北川　清文、仲山　寛、日野　泰信

６月２７日　本会議（委員長報告・採決）

本会議において懲罰特別委員長から審査報告がなされ、採決の結果、賛成１２名、反対４名で賛成多数となり、懲罰特別委員会の審査

どおり「戒告」の懲罰が科され、議長が渡辺　毅議員に対して戒告文を読み上げた。

６月１９日　懲罰特別委員会　　懲罰を科すべきか、懲罰を科すのであればどの種類の懲罰を科すかを審査

・議長から発言の制止を３回に渡ってされたにも拘らず、それに応じなかった当該議員の行為は、議場での秩序保持の範囲を超えてお

り、今後の議会運営においても大きく影響を及ぼすものであるため、懲罰を科すべき。

・議長からの制止を理解することが難しく、自分の主張を通し発言を継続したのではないかという当該議員の状況を察するところ、一

般質問の精度にまだまだ改善する余地がある中、自身の考えで精一杯これに望んでいく状況を考慮すると、今後の議員活動において

指導及び育成することも必要であり、反省すべき点は反省させ、議事の中断を引き起こしたことに対し謝罪は必要であるものの、懲

罰を科すまでには至らない。
委員会の結論 「戒告」の懲罰を科す
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１
日
野
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信

渡辺　毅議員に対する懲罰の動議

【賛成（○）、反対（×）、欠席（欠）、除斥（除）※小島清人議長は賛否同数のとき以外は表決に参加しません。】
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議
場
見
学
を
受
け
入
れ
ま
し
た

新
庁
舎
建
設
現
場
を
視
察
し
ま
し
た

【一般質問】 【一般質問】

　
　
令
和
元
年
10
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ

り
、
保
育
所
等
を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
現
在
支
払
っ

て
い
る
の
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
と
な
る
。

朝
倉
市
の
保
育
料
は
国
の
定
め
る
基
準
よ

り
も
低
く
設
定
は
し
て
い
る
が
、
比
較
す

る
と
大
刀
洗
町
が
低
い
。
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
は

　
　朝
倉
市
と
大
刀
洗
町
を
比
較
す
る
と

大
刀
洗
町
は
保
育
料
を
戦
略
的
に
安
く
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
朝
倉
市
の
保
育
に

は
、
料
金
面
を
補
う
特
徴
的
な
魅
力
が
あ

る
の
か
。

　
　
大
刀
洗
町
の
子
育
て
分
野
の
狙
い
は

と
て
も
良
い
。
子
ど
も
が
幼
い
と
き
に
住

ん
で
い
て
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
後
家
を
建
て
る
動
機
に
も
な
る
。

他
自
治
体
に
は
様
々
な
分
野
で
無
料
に
し

て
い
る
領
域
が
あ
る
。
全
て
料
金
面
で
の

勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
全
体
的
な
組
み
合

わ
せ
で
や
る
べ
き
だ
。
仮
に
実
現
す
る
に

し
て
も
少
し
時
間
が
か
か
る
。
た
だ
色
々

な
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　保
育
料
の
み
で
考
え
る
と
子
育
て
世

帯
が
朝
倉
市
に
住
む
の
は
難
し
い
。
財
源

が
必
要
と
な
る
が
、
保
育
料
の
引
き
下
げ

は
無
理
な
の
か
。

質
問
項
目

① 

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を
し

　

 

た
ら
い
い
の
か

中島 秀樹　議員
なかしま ひで  き

動画はこちら

Ｑ
保
育
料
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
の
か

Ａ
実
現
に
は
少
し
時
間
が
か
か
る

政策の狙いは？

重
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
子
育
て
世
代
へ
の
必
要
な
支
援
策
は

引
き
続
き
調
査
研
究
を
行
う
。

　
７
月
１
日
、
馬
田
小
学
校
６
年
生
40
名
、

７
月
２
日
、
杷
木
小
学
校
３
年
生
の
34
名

の
議
場
見
学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
ま
ず
、
議
員
席
に
座
り
、

議
会
の
役
割
や
議
員
の
仕
事
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
　
７
月
１
日
に
は
、

６
月
定
例
会
一
般
質
問
の
様
子
を
視
聴
。

体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
に
関
す
る
質
問

で
、
児
童
た
ち
は
、
身
近
な
テ
ー
マ
に
真

剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
質
問
の
時
間
で
は
議
会
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
議
会
や
議

員
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

馬田小学校のみなさん

杷木小学校のみなさん

令
和
７
年
11
月
完
成
予
定

　
６
月
20
日
に
新
庁
舎
の
建
設

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
３
月
末
に
上
棟
し
、

内
装
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
屋
上
か
ら
地
下
の
免
震
装

置
ま
で
、
請
負
業
者
の
方
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
工
事
進
捗
は
５
月
末
時
点

で
、
56
.
２
％
の
と
の
こ
と
で

す
。

■本会議での採決結果

　６月１８日の本会議において、渡辺　毅議員に対して懲罰動議

が出されました。懲罰動議は懲罰特別委員会の審査を経て、本会

議で審議され、採決の結果、賛成多数で可決されました。

　朝倉市議会は渡辺　毅議員に対し、戒告の懲罰を科しました。

渡辺　毅議員に「戒告」の懲罰

■懲罰が科されるまでの経緯

６月１７日　不適切発言

本会議一般質問において、渡辺　毅議員が議会の秩序維持に反する行為を行う。

６月１８日　懲罰動議の提出　⇒　懲罰特別委員会の設置

地方自治法第１３５条第２項の規定に基づき、渡辺　毅議員に対する懲罰の動議が３名の議員から提出される。

本会議において「渡辺　毅議員に対する懲罰の動議」が議題とされ、懲罰特別委員会の設置後、付託される。

懲罰動議提出者：浅尾　静二、中島　秀樹、北川　清文

懲罰特別委員会：堀尾　俊浩委員長、石井　清治副委員長

　　　　　　　　大庭　きみ子、中島　秀樹、熊本　正博、北川　清文、仲山　寛、日野　泰信

６月２７日　本会議（委員長報告・採決）

本会議において懲罰特別委員長から審査報告がなされ、採決の結果、賛成１２名、反対４名で賛成多数となり、懲罰特別委員会の審査

どおり「戒告」の懲罰が科され、議長が渡辺　毅議員に対して戒告文を読み上げた。

６月１９日　懲罰特別委員会　　懲罰を科すべきか、懲罰を科すのであればどの種類の懲罰を科すかを審査

・議長から発言の制止を３回に渡ってされたにも拘らず、それに応じなかった当該議員の行為は、議場での秩序保持の範囲を超えてお

り、今後の議会運営においても大きく影響を及ぼすものであるため、懲罰を科すべき。

・議長からの制止を理解することが難しく、自分の主張を通し発言を継続したのではないかという当該議員の状況を察するところ、一

般質問の精度にまだまだ改善する余地がある中、自身の考えで精一杯これに望んでいく状況を考慮すると、今後の議員活動において

指導及び育成することも必要であり、反省すべき点は反省させ、議事の中断を引き起こしたことに対し謝罪は必要であるものの、懲

罰を科すまでには至らない。
委員会の結論 「戒告」の懲罰を科す
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渡辺　毅議員に対する懲罰の動議

【賛成（○）、反対（×）、欠席（欠）、除斥（除）※小島清人議長は賛否同数のとき以外は表決に参加しません。】
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広
報
委
員
会

と
く
な
が

ひ
で
と
し

し
ば
や
ま

き
ょ
う
こ

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
徳
永
　
秀
俊

副
委
員
長
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
柴
山
　
恭
子

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

立
石
地
区
で
は
、「
子
供
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を

年
26
回
立
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
川
の
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
座
学
を
２
回
実
施
し

た
後
、
７
月
13
日
に
、
竜
岩
自
然
の
家
(
筑
紫
野
市
)
に
て
、

体
験
型
の
現
地
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
育
む
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
取
り
組
み
が
朝
倉
市
全
体

に
広
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

６
月
29
日
、
三
奈
木
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

て
、
三
奈
木
地
区
の
住
民

を
中
心
に
１
４
１
名
が
参

加
し
、
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
屋
外
で
の
消

火
、
救
助
搬
送
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
の
活
用
訓
練
の
後
、

室
内
で
講
演
会
を
実
施
。

そ
の
後
、
手
作
り
の
防

災
食
が
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚
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【一般質問追跡】

次回定例会の予定

９月３日開会日
９月８日～10日一般質問

９月10日議案質疑

９月17日～22日特別委員会
９月11日～16日常任委員会

９月26日閉会日 

※８月29日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

市
制
施
行
20
年
を
迎
え
、
新
庁

舎
も
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
こ

の
20
年
間
、
朝
倉
市
で
は
様
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

平
成
29
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

あ
れ
か
ら
、
８
年
が
経
過
し
懸

命
な
復
旧
事
業
に
よ
り
安
全
な
朝

倉
市
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
安
心
安
全
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
を
次
の

10
年
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

P２
定
例
会
概
要

P６
一
般
質
問

P12
あ
の
質
問
ど
げ
ん
な
っ
た
？

P４
常
任
委
員
会

あ
さ
く
ら

市
議
会
だ
よ
り

令
和
７
年

８
.1

N
o.78

大雨等により１～３日程度の短期的な地元自

主避難所等を開設、運営する際の手引きを作

りました。（令和７年４月自主防災会会長会

で決定）

各コミュニティで、自主避難所での生活ルールを事前

に話し合っておくことで、もしもの時に備えます。

〈生活ルールの一例〉

・自主避難所は公共の場であり、避難者は互いに

助け合い、コミュニティの一員として理解、協

力し合って過ごす。動ける人で役割を分担する。

・食料品、日用品等は各自が用意する。

・自主避難所内（敷地内含む）は、禁煙・禁酒と

する。

・ごみは各自で持ち帰る。

A 公助で運営する避難所とは別に、

自助・共助の観点から取り組んで

いくことが重要と考える。議員の

意見を今後の参考とする。

Q 行政の人員不足を考慮すると、地

域の自主避難場所を開設した場合

の避難者主体の運営マニュアルが

必要ではないか。

（令和５年６月定例会）


